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　本年３月８日の国際女性デーにちなみ、Lancet 379, 2012 の Editorial において、止血薬とし
て世界中で使用されている抗プラスミン薬トラネキサム酸の生みの親であり、故岡本彰祐先生
の共同研究者で妻でもある岡本歌子先生（神戸学院大学名誉教授）の研究人生が紹介されました。
本学の昭和16年の卒業生です。研究者として岡本先生がキャリアをスタートさせた当時、日本は、
まさに男性社会でありました。託児所はもちろんありません。岡本先生は、わが子を研究室に
寝かせて研究を続け、小学校入学後は「マリー・キュリーの研究所内の学校」にヒントを得て、「す
ずめの学校」を設立し、現在の学童保育の草分けとも評価されています。
　その Lancet 誌に、英国でも医学の領域では 42%が女性であるものの、clinical academics では
25%以下、臨床教授では 14% と、女性医師・研究者の昇進の困難さが指摘され、いくつかの大
学医学部では女性テニュアは皆無と呈示されています。岡本先生のような女性研究者が夢を叶
え、キャリアを築き、社会に貢献できるように、女性へのより良い支援策を提供する必要性を
述べています。
　東京女子医科大学は、平成 18 年度からの文部科学省科学技術振興調整費による女性研究者支
援の成果を生かし、女性医師・研究者支援の充実をめざして、平成 21 年度には「男女共同参画
推進局（局長：学長）」の下に「女性医師・研究者支援センター」が発足しました。女性医師の
キャリア形成において、子育て支援と多様な勤務形態の整備による支援を行っております。子
育てと研究の両立実施が可能な体制を構築し、困難に直面する女性医師に研究の遂行や診療の
継続を可能とするシステム形成を行っております。院内保育所において、昼間保育、延長保育、
夜間保育、休日保育、そして病児保育を充実させてきました。待機児保育としての院内保育所
を産休・育休明けに利用して、早期の職場復帰がなされて来ています。さらに 2011 年度からは、
より細やかな、オーダーメイドとも言えるファミリーサポートによる子育て支援策を開始し、
順調な成果を挙げております。
　本学の卒業生（至誠会員）、教職員、学生の父母の皆様からの温かいご支援として、「女性医
師研究者基金」「佐竹高子女性医学研究者研究奨励金」の対象者が選考され業績を築き始めまし
た。さらに、「宮原敏基金」の対象者も募集中です。これらを含み、多様な勤務形態の整備によ
る支援も充実して参りました。厳しい時期にも医学研究、医療を継続するという女性医師自身
とその周囲の意識改革の進展という効果が出てきていると思います。
　当事者である女性医師自身が自己を磨く意識を高め、医学・医療を通して社会への貢献と還
元をしていく自覚が男女共同参画の実現には重要であると考えます。これらの支援を受けた女
性医師達が後輩にとっての良いロールモデルとなり、次は後輩を支援して行くという正の循環

（連鎖）が続いて行く事を願っております。
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於：東京女子医科大学病院総合外来センター5階大会議室

開会挨拶	 宮﨑 俊一氏（学校法人東京女子医科大学学長、男女共同参画推進局局長）
センター長挨拶	 斎藤 加代子氏（本学遺伝子医療センター所長・教授、
	 	 	 女性医師・研究者支援センターセンター長）

女性研究者の研究報告（13:10-14:10）
（１） 座長：山崎 健二氏（本学心臓血管外科主任教授）
　　「血管狭窄形態における数値流体力学CFD (Computational Fluid Dynamics)

による解析」
演者：立石 実氏（本学女性医師・研究者支援センター特任助教、心臓血管外科兼務）

（２） 座長：立元 敬子氏（本学病院長、消化器内科主任教授）
　　「マウスモデルを用いた非アルコール性脂肪性肝疾患の病因・病態の解析」
　　演者：松下 典子氏（本学女性医師・研究者支援センター特任助教、消化器内科兼務）

女子医大ファミリーサポートの取組報告（14:10-14：40）             
座長：内山 温氏（本学母子総合医療センター新生児部門准教授）
演者：野原 理子氏（本学衛生学公衆衛生学（一）准講師）

コーヒーブレイク

特別講演「企業における女性の活躍」（15:00-16:00）
	 座長：斎藤 加代子氏（本学遺伝子医療センター所長・教授、
	 	 	 女性医師・研究者支援センターセンター長）

演者：成島 由美氏（株式会社ベネッセコーポレーション　プリンシパル）

公開討論会「将来のこと、今の悩み、一緒に考えてみませんか？」（16:00-16:45）
座長：竹宮 孝子氏（本学総合研究所准教授、女性医師・研究者支援センター副センター長）
出席：若手医師、研究支援を受けている女性医師、他数名の医師（他大学、男

性含めて）

閉会挨拶	 高桑 雄一氏（本学医学部長、総合研究所所長、生化学教室主任教授）

交流会（17：00−）      於：総合外来センター5階中会議室

プログラム
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